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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞
・疾患別診療計画書10月分作成・アップロード、2025年1月分の作成をお願いします。
・新規利用開始後の評価/目標設定の仕組み、指示箋更新、下駄箱の管理等を整理していく。

・長期間欠席している利用者様に対して、状況確認を行ってください。
・青陽館便り等で大量に郵便を出す場合、以下の手順で依頼してください。

①郵便物の準備

②①の部数を確認しメモする

③郵便内容物（封筒に入れたもの）を1部準備（郵便局へ提出するため）

④①と②のメモ、③を経理へ持参

⑤経理で、①に「料金後納」のスタンプを押す（スタンプは経理にあります）

⑥経理で郵便局へ集荷依頼をする

※⑤まで郵便を出される方に行って頂き、経理では集荷依頼のみ致します。

・HPへの記事掲載依頼について

今後WIZメールにて掲載依頼する際には、TO：情報システム委員会 北向委員長
　CC：情報システム委員会（田高さん、長濱さん、白川AOM）で依頼メール送信しましょう。
※依頼者はデータを指定のフォルダに保存して下さい。

2024年度情報システム管理委員会→ホームページ関連→Ｒ6．○月記事
＜利用者様情報＞
デイケア
・川口　尚良様～お母様が金曜日の脳神経受診後から自力で起き上がることが出来ず、日常生活にも介護を要する状態と報告あり。本日、気分転換に入浴利用しているが、今後もお母様の状態改善しなければデイケア来所は難しいと話されている。今後については、お母様の状態を見ながら制度利用を検討するとの事。
・山地　広人様～ID2929　利用再開　50歳　男性　統合失調症　主治医：深澤Dr
　（利用再開）　2021年5月18日よりデイケア利用再開となる。デイケア利用開始後は、コロナ禍にあり月1回程度の利用となっていたが、就労（B型就労チョコクッキー）は継続した利用が出来ていた。生活面・精神面での不安には、訪問看護五福へ相談しながら過ごせていた。

2023年10月に就労施設での対人関係トラブルにより、就労施設の利用を中止、以後はデイケア週2日（火・木）に増やし、時折対人トラブルや就労への不安を訴えることはあるが介入により安定した利用が出来ていた。

2024年11月28日　同意取得前の治験概要説明を本人へ実施。本人からも同意を得られたことから、本日2025年1月21日　治験実施のため入院となる。治験導入による精神症状の変動はなくスケジュール通りに遂行され2025年1月31日自宅退院。デイケア利用再開の希望があり、本日2月4日から利用再開となる。
・柏崎　勝吾様～昨日、元交際相手からの連絡を受け本人・ご家族へ連絡を入れた経緯を説明。本人に連絡がつかなかった為、ご自宅へ連絡を入れた事を伝えると納得されているが、「親からすごく怒られたんですよ。今日帰ったらまた話をしてみます」と納得されている。相手の自宅へ行った理由として、過去を思い出して礼を伝えようと思い経ち行動化したと話す。今後は関わるつもりは無いと話されている。
ショートケア

・平山　敬之様～ID1003　利用終了　39歳　男性　統合失調症　主治医：田名部Dr
　（利用終了）　来所前に本人からメールがあり、本日限りでデイケアを終了したいと希望聞かれている。

来所後、特定利用者様への対応を巡って面談の希望があり実施。デイケア利用開始後から徐々に相手への嫌悪感が増し、スタッフへも相談し相手利用者様へも指導を行っていた。だが、相手利用者様の行動改善が見られない事に苛々が増強。本人としては、今までも対人関係悪化により就労を辞めてきた経緯があるため、今回も相手への嫌悪感からデイケア利用を終了することには抵抗があると話がある。しかし、同じ空間にいる事が負担であり、相手がデイケア利用する事に対して恐怖を覚えるようにもなっており、このままでは衝動的な行動に出る危険性もあると訴えている。現在就労移行に向けて調整中であり、精神的な負担を抱えたまま利用継続することで精神症状悪化につながる可能性を考え、デイケア利用終了したいと希望あり。主治医へも本人の意向を伝え、2月4日をもってデイケア・ショートケア利用終了となる。

デイナイトケア
・特記する利用者様はおりません。
